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　近年、大学を中心とする土木の教育を取り巻く環境は大きく変化している。土木の志望学生の減少、「土木」

が学科名称から消えつつある現状、卒業後の就職先の多様化などが起こっている。大学で土木を学ぶ学生の

土木への興味、関心を持つため、土木の魅力などの、土木が社会で担う役割、土木技術者像を学生に創造さ

せるに必要な情報の発信が必要である。本研究は、そのための議論をするために必要な学生の土木に対する

意識を調査することで、土木の魅力の発信に生かしていくことを目的にする。
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＊早稲田大学 社会環境工学科 4年



図 4-1 早稲田大学社会環境工学科の一般入試の状況
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